
図 1 床版健全度と振動モード特性の概念図 

図 2 補修効果モニタリングのフロー 

(a) 側面図 

(b) 上面図 

橋梁床版における補修１年後の振動モード特性調査 
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1. はじめに 

 著者らは,振動モードに着目し橋梁床版の健全性評価技術を開発している.これまでに,樹脂製接着剤注入による補修後

に床版振動モード特性が変化することを確認し 1),補修効果を振動モードにより評価できることを示した.しかしながら, 

実環境では接着剤の耐久性が限定的となる恐れがある.そこで本研究では,補修効果の継続を確認する目的で,補修 1 年後

の床版の振動モード特性を調査した.結果,補修直後と比べて, 3 次形状の発現とばらつきの低減を確認した.これは,注入樹

脂の硬化がさらに進行したためと思われ,補修効果は 1 年後も継続していると推定する.以下に詳細を述べる. 

2. 床版健全度と振動モード形状の変化 

 図 1 に床版の健全度と振動モード特性に関する仮説の

概念図を示す.健全度が低下すると,つまり劣化が進行す

ると,振動モードは異形状へ変化する.また,構造情報を

反映しやすい高次モードほど局所的な損傷に対して敏感

であるため 2),異形状になりやすく発現しにくくなると

思われる.図 2 に本研究に関わる補修効果モニタリング

のフローを示す.補修直後は,補修前に確認されなかった

23Hz の振動モードが発現した 1) .効果が継続されている

場合,1 年後も同モードが発現すると思われる. 

3. 対象橋梁と分析方法 

 対象橋梁は磐越自動車道観音寺川橋下り線であり 3).

鋼 2 径間連続鈑桁構造である.加速度センサの設置位置

を図 3 に示す.図中〇番号はセンサCH 番号である.セン

サは走行車線部分の床版底面へ橋軸方向に 14 個設置し

た.振動モードの抽出フローは既報の通りである 4).大型

車 1 台が走行した応答を 1 イベントと定義し 40 程度の

イベントを解析した. 

4. 結果 

前回(補修直後)と今回(補修1 年後)の振動モードの代表

例を表 1 に示す. ここに,各センサノードのモード振幅は,

その振幅の二乗和平方根が 1 になるように規格化されて

おり, 左端,右端はそれぞれCH1,14 である. 表 1 に示すよ

うに,前回と今回とで同じ周波数に振動モードが確認され,

その発現傾向に差異は無かった 
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図 3 加速度センサ設置位置 
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表 1 の通り, 2.5Hz, 3.8Hz,13Hz,17Hz は,前回と今回とで振動

モード形状に差異は見られなかった.なお,2.5Hz と 3.8Hz と

はモードが近接しており,既報では区別されていなかった

と考える. 

 また,今回も 23Hz 付近に振動モードを前回同様に確認し

た. ただし,表中に点線で示すように,今回はA1-P1 径間は 3

次形状であり前回と異なった. 図 4 に, 23Hz の形状に関す

る, 前回と今回との各センサノードのモード振幅ばらつき

を示す. 図中点線で示すように,今回のA1-P1 径間の形状ば

らつきは前回より小さかった. 

5. 考察 

23Hz 以外のモード形状に,前回と今回とで差異は見られ

なかった.一方,23Hz のモード形状は,A1-P1 径間が 3 次形状

である点と A1-P1 径間のばらつきが小さい点で,差異が見

られた.これは,前回評価後に注入樹脂の硬化がさらに進行

したためと推測する.すなわち,注入樹脂の硬化が進行し 

A1-P1径間の一体性がさらに向上した結果,今回A1-P1径間

の形状ばらつきが低減し 3 次形状が発現したと推測する. 

これらの結果から,補修効果は1年後も継続していると推定

する. 

6. まとめ 

 補修 1 年後の鋼 2 径間連続鈑桁橋の床版振動モードを解

析した.補修直後と比較した結果,振動モードの発現傾向に

差異はなかった.そして,2.5Hz,3.8Hz, 13Hz,17Hz,付近の振動

モード形状に差異は見られなかった.一方,23Hz のモード形

状は,A1-P1径間が3次形状である点とA1-P1径間のばらつ

きが小さい点とで前回と異なった.これは,注入樹脂の硬化

がさらに進行しA1-P1径間の一体性が向上したためと思わ

れる.これらの結果から,樹脂注入による補修効果は 1 年後

も継続していると推定する.今後も,23Hz を含む振動モード

特性に着目することで床版の健全性をモニタリングできる

と期待される. 

 

 

周波数 前回(補修直後) 今回(補修 1 年後) 
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表 1 補修直後と補修 1 年後の振動モード代表例 

(a)前回(補修直後)   (b)今回(補修 1 年後) 

図 4 23Hz のモード形状のばらつき 

●  センサ 
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A1    P1    P2  A1    P1    P2 
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